
□電話交換業務取扱い時間

　平日　８時３０分～１７時１５分

　上記時間以外の交換業務はできません｡ＤＩ回線またはＤＩＤ回線を利用してください｡

□ダイヤルイン（ＤＩ）回線による内線着信

　ダイヤルイン（ＤＩ）回線は､交換手を通さずに直接内線電話に着信させる回線です｡（発信側の回線種

別（ＰＢ、ＤＰ）を問わず着信可能）

　内線９０００番台の電話がＤＩ回線です｡局番４７を前に付けることで､直接内線電話に着信します｡

□ダイレクトインダイヤル（ＤＩＤ）回線による内線着信

　ダイレクト イン ダイヤル（ＤＩＤ）回線も､交換手を通さずに直接内線電話に着信させる回線です｡（発

信側がプッシュ信号を送出できる場合のみ着信可能）

　電話番号 ０２５８－４７－１６１１ をダイヤルした後､ＤＩＤ信号音を確認し､内線電話番号をダイヤル

することにより､直接内線電話に着信します｡

□学内と匠陵クラブ宿泊室との通話

　学内から匠陵クラブ宿泊室へ電話する場合は､特番“４２”＋宿泊室番号をダイヤルしてください。

　また､匠陵クラブ宿泊室から学内内線電話へ電話する場合は､特番“４”＋内線電話番号をダイヤルして

ください｡

　なお､匠陵クラブからの外線発信はできませんので、最寄りの公衆電話（国際交流会館又は福利棟）を利

用してください｡

□市内､市外および外国への通話

　内線電話からの発信・・・受話器をあげ「０」をダイヤルまたは､外線発信ボタンを押し､発信音（「ツー

ン」音）を確かめ､使用例の要領でダイヤルしてください｡

【使用例】

市内通話（超特甲・特甲・準特甲・甲のみ発信可）

　０ もしくは外線発信ボタン＋（相手電話番号） １２－３４５６

市外通話（超特甲・特甲・準特甲のみ発信可）

　０ もしくは外線発信ボタン＋（市外局番） １２３４＋（相手電話番号） ４５－６７８９

国際通話（超特甲のみ発信可）

　０ もしくは外線発信ボタン

　　＋（国際通話識別番号）０１０＋（国番号） １＋（相手国市外局番） ２３４

　　＋（相手電話番号） ５６７－８９００

※１０４（ＮＴＴ電話番号案内）、あんないジョーズ（ＮＴＴ音声ガイド電話番号案内）、ダイヤルＱ２、

　００５１（ＫＤＤオペレータ申込通話）は接続できません｡

　電話番号検索は、ＮＴＴタウンページを御利用ください。

□発信電話番号表示サービス

（イ）ダイヤルイン（９□□□）回線、直通電話

「０」＋相手番号をダイヤルすると、相手方（携帯電話等）に電話番号を通知します。

（ロ）（イ）を除く内線電話

   　今までどおりのかけ方で、相手方に電話番号を通知します。

   　相手方に電話番号を通知したくない場合は、特番“１８４”＋相手電話番号をダイヤルしてください。

   　通知される電話番号は、下記のいずれかの電話交換機の局線番号となりますので、学外からこの番号を

　ダイヤルしても着信しません。

 

【使用例】

　　０ もしくは外線発信ボタン＋“１８４”（着信音確認 約４秒）＋（相手電話番号） １２－３４５６

（ハ）番号通知お願い機能（ナンバーリクエスト）

   　相手方に電話番号を“通知しない”でかけた時に、相手方から「こちらは、○○○△△△の□□□です

   恐れ入りますが、あなたの電話番号を通知しておかけ直しください。」と音声が聞こえたら、（ロ）

今までどおりのかけ方でかけ直してください。

４７－９１２６ ４７－９１２７ ４７－９１２８ ４７－９１２９ ４７－９１３０

４７－９１３１

４６－２４８０ ４６－６７１８ ４６－６７１９ ４６－６７２０ ４７－９１２１

４７－９１２２ ４７－９１２３ ４７－９１２０ ４７－９１２４ ４７－９１２５

電話の使い方

４６－６００１ ４６－６５１４ ４６－５４７７ ４６－６５１５ ４６－６５２０



□電話番号の見方

 （市内局番）（加入者番号）

 △△-XXXX……単独電話番号

      XXXX……内線電話番号　　　　同番号で設置場所の異なるものはブランチ式の電話です｡

□電報

　電報は総務課で発信しますので､所定の依頼紙に必要事項を記入し､総務課へ提出してください｡

□フッキングのしかた

　電話機のフックボタンを一度下まで充分押し切るようにします｡（０．２～０．８秒）正常なフッキング

が出来た時は､フッキングダイヤルトーン”ツツー・ツツー”が聞こえ、次の操作に移れます｡

□可変短縮ダイヤル

　電話機ごとに独自の短縮番号を登録して使えます｡（５回線）

（イ）登録方法   登録特番“１２＋コード＋０＋相手番号”    コードは １１，１２，１３，

                    １４，１５の5個です｡登録完了時には､登録完了音"ﾂ･ﾂ･ﾂ"が聞こえます｡

（ロ）発信方法   発信特番“１３＋コード”

【使用例】コード”１１”に０２５８－４６－６０００を登録します｡    

　　　　   ダイヤル”１２－１１－０－０２５８－４６－６０００”発信はダイヤル”１３１１”で

　　０２５８－４６－６０００が呼び出せます｡

□固定短縮ダイヤル（システム短縮ダイヤル）

　発信方法  “発信特番１０＋コード００～９９”

　              固定短縮ダイヤル番号簿 21頁以降を参照してください｡

　【使用例】 ダイヤル“１０００”で０３－３５８１－４１１１（文部科学省）が呼び出せます｡

□内線相互キャンプオン

　内線相互通話で相手内線が話中時､相手内線の通話が終わりしだい､発呼者を呼び出し通話ができ

ます。

（ィ）登録方法   “フッキング＋１７”

                登録完了後（完了音 ツツー・ツツー音が聞こえます｡）

                受話器を下ろして待ってください｡

                相手内線が空きしだい交換機から自動的に呼び返されます｡

（ロ）解除方法（途中取消）   解除特番“１８”

□ラストナンバーリダイヤル（呼出し番号自動再送）

　相手話中の場合､次の発信時特番“１６”をダイヤルすることにより､自動的に先の呼出番号を

再ダイヤルできます｡（内・外線とも）

フッキング（オンフック）ボタンを押す

フックボタン

ポンと1回押し切る



□可変不在転送

　離席する場合､転送先の内線番号を登録しておくと､自分の席にかかってきた電話が自動的に転送

先の電話機につながります｡

（ィ）登録方法   登録特番“１４＋転送先電話番号”

　　　　　 登録完了時には､登録完了音”ツ・ツ・ツ”が流れます｡

（ロ）解除方法   解除特番“１５”

               解除完了時には､登録解除音”ツ・ツ・ツ”が流れます｡

□代理応答（コールピックアップ）

　自グループ内の電話機に着信があった場合､別の電話機から応答特番“１１”をダイヤルすること

により受けることが出来ます｡

　ただし､現在登録されているグループは､各課､各系事務室､体育保健センター、エネルギーセンター

の１２グループです｡

□保留（コールホールド）

　通話中に､調べ物などをする場合､通話を一時保留することが出来ます｡

（イ）保留方法    “フッキング”・・・保留音が流れます｡

（ロ）解除方法    “フッキング”・・・元の状態に戻ります｡

□コールウェイティング

　かけた相手が内線相互で話中のとき､通話中の被呼者にコールウェイティングトーンを聞かせその

被呼者がフッキングすることにより､その着信に応答出来ます｡

（イ）発呼者    “フッキング＋１９”     被呼者に、コールウェイティングトーン”ツー”が流れます｡

（ロ）被呼者     他の内線と話中時、コールウェイティングトーン”ツー”が聞こえたら“フッキング”を

             　　して応えてください｡

　割込通話者が受話器を下ろすと､最初の状態に戻ります｡また､被呼者がフッキングを繰り返すことにより、

交互に切り替えることが出来ます｡

□フルコールバックトランスファ（内線自動転送）

　局線あるいは､内線通話中､別の内線へ転送することが出来ます。”フッキング＋転送先電話番号”

　ただし､相手が話中の時は､再びフッキングをすることにより､元に戻ります｡また､転送したとき､相手内

線が（１）一定時間内に応答しない場合（２）接続がうまくいかなかった場合は､元の内線に戻ります｡

□アッドオン

　通話中にもう一人の内線を呼び出し､三人で打ち合わせ通話が出来ます｡

　通話中に“フッキング＋内線電話番号”その後､再びフッキングをすることにより､三者通話ができます｡

□ページング

　予め設定された内線電話機(総務課長)より大学構内の放送設備を利用して放送することが出来ます。

（ただし､一斉放送のみ）ダイヤル”４９００”

□携帯電話への発信方法について

　携帯電話への発信の場合も、市内外への通話同様に「０」発信でダイヤルしてください。

　割引料金の適用を受けるため、自動でＮＴＴコミュニケーションズ「００３３」を付加しています。

□内線電話の故障

　他の内線番号よりダイヤル”９２３３”（施設管理課施設企画係）をダイヤルして「故障内容」を告げて

ください｡


